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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月10日(2014.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｉ）の化合物または医薬として許容される塩、溶媒和物、Ｎ－オキサイドもし
くはプロドラッグ。
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【化１】

［式中、
　Ｒ１は、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシ、Ｃ１－Ｃ６

－アルキルチオ、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニルカルボニル、ＳＦ５、Ｃ１－Ｃ

６－アルキルスルホニルであり、前記各炭素含有基は、１以上のハロゲン原子によって置
換されていても良く、
　Ｒ２は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシ、Ｃ１

－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ１－Ｃ６

－アルキルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキ
ル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニルカルボニルであり、前記
各炭素含有基は、１以上のハロゲン原子によって置換されていても良く、
　Ｒ３は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルであり、
　Ｒ４は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルであり、
　Ｒ５は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキル、アシル、シクロアルキルオキ
シカルボニルまたはＣ１－Ｃ６－アルキルオキシカルボニルであり、
　Ｒ６は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６－ア
ルキルオキシ、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルオキシ、ヒドロキシＣ１－Ｃ６－アルキル
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルオ
キシＣ１－Ｃ６－アルキル、チオールＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ
Ｃ１－Ｃ６－アルキル、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキル、ヒド
ロキシカルボニル、ヒドロキシカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル
オキシカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、アミ
ノカルボニル、アミノカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカ
ルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）、ジ（Ｃ１
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－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノＣ１－Ｃ６－アルキル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６－アルキル）アミノＣ１－Ｃ６－アルキル、フェニル、フェニルＣ１－Ｃ６－アル
キルであり、各フェニル基は、ヒドロキシ、シクロアルキルオキシまたはＣ１－Ｃ６－ア
ルキルオキシによって置換されていても良く、
　Ｒ７は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルであり、
　または
　Ｒ６がＲ８と一緒になってＣ１－Ｃ３－アルキレン基を形成しており、Ｒ７がＲ９と一
緒になってＣ１－Ｃ３－アルキレン基を形成しており、前記Ｃ１－Ｃ３－アルキレン基の
うちの一方または両方は、１以上のＣ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキル基によっ
て置換されていても良く、
　ｎは、１から３の整数であり、
　Ｘは、カルボニル、チオカルボニルまたはスルホニル基であり、
　Ａは、結合またはＮＲ８であり、Ｒ８は水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｅは、結合またはＮＲ９であり、Ｒ９は水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｂは、ＮまたはＣＲ１０であり、Ｒ１０は水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｄは、ＮまたはＣＲ１１であり、Ｒ１１は水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｙ１は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１２によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルケニル、シクロアルキル、シクロアルキルオ
キシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキ
シ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、シクロアルキルアミノ、
ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）ア
ミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル
チオ、シクロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカル
ボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ
、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキ
ル）アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、フェニル、ジオキソラン、
ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各環は置換されていないかＣ１－Ｃ６－アル
キルによって置換されており、
　Ｙ２は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１３によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルケニル、シクロアルキル、シクロアルキルオ
キシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキ
シ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、シクロアルキルアミノ、
ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）ア
ミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、チオール、ヒドロキシ
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、シクロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニ
ル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボ
ニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、ジ
オキソラン、ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各環は置換されていないかＣ１

－Ｃ６－アルキルによって置換されており、
　Ｙ３は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１４によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルケニル、シクロアルキル、シクロアルキルオ
キシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキ
シ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、シクロアルキルアミノ、
ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）ア
ミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、チオール、ヒドロキシ
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、シクロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ア
ルキルカルボニルアミノ、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、
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ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、ジ
オキソラン、ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各環は置換されていないかＣ１

－Ｃ６－アルキルによって置換されており、
　Ｙ４は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１５によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルケニル、シクロアルキル、シクロアルキルオ
キシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキ
シ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、シクロアルキルアミノ、
ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）ア
ミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル
チオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハ
ロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ、アミノカルボニル、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、
Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、フェニル、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキ
セパンであり、前記各環は置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキルによって置換されて
おり、
　または
　Ｙ１とＹ２および／またはＹ３とＹ４が一緒になって環系を形成しており、
　ＢおよびＤのうちの少なくとも一つが窒素原子である。］
【請求項２】
　Ｒ１が、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシ、Ｃ１－Ｃ６

－アルキルチオ、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニルカルボニル、ＳＦ５、Ｃ１－Ｃ

６－アルキルスルホニルであり、前記各炭素含有基は、１以上のハロゲン原子によって置
換されていても良く、
　Ｒ２が水素であり、
　Ｒ３が水素であり、
　Ｒ４が水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｒ５が、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、アシルまたはＣ１－Ｃ６－アルキルオキシカル
ボニルであり、
　（ＣＲ６Ｒ７）ｎが、１以上のＣ１－Ｃ６－アルキル基によって置換されていても良い
Ｃ１－Ｃ３－アルキレン基であり、
　Ａが結合またはＮＲ８であり、Ｒ８がＨまたはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｅが結合またはＮＲ９であり、Ｒ９がＨまたはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　ＢがＮまたはＣＲ１０であり、Ｒ１０がＨまたはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　ＤがＮまたはＣＲ１１であり、Ｒ１１がＨまたはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｘがカルボニル、チオカルボニルまたはスルホニル基であり、
　Ｙ１がＣまたはＮであり、Ｃが、Ｒ１２によって置換され、これは、水素、ハロゲン、
Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルケニル、シクロアルキル、シクロアルキルオキ
シ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ
、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、シクロアルキルアミノ、ジ
（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）アミ
ノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチ
オ、シクロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボ
ニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ、
アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル
）アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、フェニル、ジオキソラン、ジ
オキサンまたはジオキセパンであり、前記各環が置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキ
ルによって置換されており、
　Ｙ２がＣまたはＮであり、Ｃが、Ｒ１３によって置換され、これは、水素、ハロゲン、
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Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルケニル、シクロアルキル、シクロアルキルオキ
シ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ
、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、シクロアルキルアミノ、ジ
（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）アミ
ノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、チオール、ヒドロキシ、
Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、シクロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ１

－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニ
ル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、ジオ
キソラン、ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各環が置換されていないかＣ１－
Ｃ６－アルキルによって置換されており、
　Ｙ３がＣまたはＮであり、Ｃが、Ｒ１４によって置換され、これは、水素、ハロゲン、
Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルケニル、シクロアルキル、シクロアルキルオキ
シ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ
、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、シクロアルキルアミノ、ジ
（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）アミ
ノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、チオール、ヒドロキシ、
Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、シクロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ１

－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルカルボニルアミノ、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、ジオ
キソラン、ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各環が置換されていないかＣ１－
Ｃ６－アルキルによって置換されており、
　Ｙ４がＣまたはＮであり、Ｃが、Ｒ１５によって置換され、これは、水素、ハロゲン、
Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルケニル、シクロアルキル、シクロアルキルオキ
シ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ
、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、シクロアルキルアミノ、ジ
（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）アミ
ノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチ
オ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハ
ロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ、アミノカルボニル、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、
Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、フェニル、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキ
セパンであり、前記各環が置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキルによって置換されて
おり、
　あるいは、Ｙ１とＹ２および／またはＹ３とＹ４が一緒になって環系を形成しており、
　ＢおよびＤのうちの少なくとも一つが窒素原子である請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の下記式（ＩＩ）の化合物。
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【化２】

　［式中、
　Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、
またはＣ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキルであり、前記各炭素含有基は、置
換されていないか１以上のハロゲン原子によって置換されており、
　Ｒ６は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシ、フ
ェニルＣ１－Ｃ６－アルキルオキシ、ヒドロキシＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ア
ルキルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルオキシＣ１－Ｃ６－
アルキル、チオールＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アル
キル、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキル、ヒドロキシカルボニル
、ヒドロキシカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシカルボニル
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、アミノカルボニル、ア
ミノカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルアミノカルボニル（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル
）アミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル（Ｃ１－Ｃ６－アル
キル）、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノＣ１－Ｃ６－アルキル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル
）アミノＣ１－Ｃ６－アルキル、フェニル、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルであり、各フ
ェニル基は、ヒドロキシまたはＣ１－Ｃ６－アルキルオキシによって置換されていても良
く、
　Ｒ７は、水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　ｎは、２または３であり、
　Ｙ１は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１２によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルコキシ、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、ニトリロ、ニトロ、ア
ミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－
アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニルであり、
　Ｙ２は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１３によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルコキシ、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、ニトリロ、ニトロ、ア
ミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｎ－ピロリジ
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ニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－
アルキルカルボニル、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキセパ
ンであり、前記各環は置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキルによって置換されており
、
　Ｙ３は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１４によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルコキシ、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、ニトリロ、ニトロ、ア
ミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｎ－ピロリジ
ニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－
アルキルカルボニル、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキセパ
ンであり、前記各環は置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキルによって置換されており
、
　Ｙ４は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１５によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルコキシ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカル
ボニル、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－
アルキル）アミノカルボニルであり、
　または、Ｙ１とＹ２および／またはＹ３とＹ４が一緒になって、５員もしくは６員の環
系を形成している。］
【請求項４】
　Ｒ１がＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、ま
たはＣ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキルであり、前記各炭素含有基が置換さ
れていないか１以上のハロゲン原子によって置換されており、
　Ｙ１がＣまたはＮであり、Ｃが、ＨまたはＣ１－Ｃ６－アルキルであるＲ１２によって
置換されており、
　Ｙ２がＣであり、Ｃが、Ｈ、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルカルボニル、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルチオであるＲ１３によって置換されており、
　Ｙ３がＣであり、Ｃが、Ｈ、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルカルボニル、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルチオであるＲ１４によって置換されており、
　Ｙ４がＣであり、Ｃが、Ｈ、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルチオであるＲ１５によって置換されており、
　あるいはＹ１とＹ２またはＹ３とＹ４が一緒になって５員もしくは６員の環系を形成し
ている、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　下記式（Ａ）の基：
【化３】

が、ピリジン、ピリミジン、キノリン、キナゾリン、チエノピリミジン、チエノピリジン
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、トリアゾロピリミジン、ピリドピリジン、ピロロピリジン、ピラゾロピリミジン、ピラ
ゾロピリジン、フロピリジン、２，３－ジヒドロフロピリジン、２，３－ジヒドロ－１，
４－ジオキシノピリジン、フロピリミジン、ピリダジンまたはシンノリン基を表し、各基
は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキル、シクロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアル
キル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、ハロゲン、ニトリロ、ニ
トロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｎ－
ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニル、チオール、ヒドロキシル、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニ
ルアミノ、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６

－アルキル）アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、ジオキソラン、ジ
オキサンまたはジオキセパンの群から選択される１以上の基によって置換されていても良
く、各環が置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキルによって置換されている、請求項１
から４のうちのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ２が水素であり、
　Ｒ３が水素であり、
　Ｒ４が水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｒ５が水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｒ６が水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｒ７が水素であり、
　Ｘがカルボニル基であり、
　ｎが２であり、
　式（Ａ）の基が、ピリジン、ピリミジンまたはキノリン基を表し、各基が、Ｃ１－Ｃ６

－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、シクロアルコキシ、
Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ
、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モル
ホリニル、チオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、アミノ
カルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミ
ノカルボニル、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキセパンの群から選択される１以上
の基によって置換されていても良く、各環が置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキルに
よって置換されており、
　ＡおよびＢのうちの一つならびにＤおよびＥのうちの一つが窒素原子を含む、請求項１
から５のうちのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項７】
　ａ）請求項１から６のうちのいずれか１項で定義される１以上の化合物；および
　ｂ）医薬として許容される１以上の賦形剤および／または医薬として許容される成分ａ
）とは構造的に異なる１以上の有効成分
を含む医薬組成物。
【請求項８】
　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３およびＹ４がＣであり、それぞれハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、
Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、ニ
トリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）ア
ミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、アミノカルボニル
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニ
ルおよびフェニルの群から選択されるＲ１２、Ｒ１３、Ｒ１４およびＲ１５によって置換
されており、Ｒ１２およびＲ１３のうちの少なくとも一つがＣ１－Ｃ６－アルコキシまた
はＣ１－Ｃ６－ハロアルコキシであり、ＢがＮであり、ＡがＮまたは結合であり、ｎが２
であり、Ｒ６およびＲ７がＨであり、Ｒ４およびＲ５が請求項１から６のうちのいずれか
１項のように定義される、式（１－ＩＶ）の化合物。
【請求項９】
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　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３およびＹ４がＣであり、それぞれハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、
Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、ニ
トリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）ア
ミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、アミノカルボニル
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニ
ルまたはフェニルの群から選択されるＲ１２、Ｒ１３Ｒ１４およびＲ１５によって置換さ
れており、Ｒ１２およびＲ１３のうちの少なくとも一つがＣ１－Ｃ６－アルコキシまたは
Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシであり、ＢがＮであり、ＡがＮまたは結合であり、ｎが２ま
たは３であり、Ｒ６およびＲ７がＨであり、Ｒ４およびＲ５が請求項１から６のうちのい
ずれか１項のように定義される、式（３－ＩＶ）の化合物。
【請求項１０】
　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３およびＹ４がＣであり、それぞれハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、
Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルコキシ、ニ
トリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）ア
ミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、アミノカルボニル
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニ
ルまたはフェニルの群から選択されるＲ１２、Ｒ１３、Ｒ１４およびＲ１５によって置換
されており、Ｒ１２およびＲ１３のうちの少なくとも一つがＣ１－Ｃ６－アルコキシまた
はＣ１－Ｃ６－ハロアルコキシであり、ＢがＮであり、ＡがＮまたは結合であり、ｎが２
または３であり、Ｒ６およびＲ７がＨであり、Ｒ４およびＲ５が請求項１から６のうちの
いずれか１項のように定義される、式（４－ＩＩ）の化合物。
【請求項１１】
　医薬として使用される、請求項１から６のうちのいずれか１項で定義される化合物また
は請求項７で定義される医薬組成物。
【請求項１２】
　寄生虫感染の治療において使用される、請求項１から６のうちのいずれか１項で定義さ
れる化合物または請求項７で定義される医薬組成物。
【請求項１３】
　医薬としての、請求項１から６のうちのいずれか１項で定義される化合物または請求項
７で定義される医薬組成物の使用。
【請求項１４】
　非ヒト動物の寄生虫感染の治療のための、請求項１から６のうちのいずれか１項で定義
される化合物または請求項７で定義される医薬組成物の使用。
【請求項１５】
　非ヒト動物の寄生虫感染の治療用の医薬の製造における、請求項１から６のうちのいず
れか１項で定義される化合物または請求項７で定義される医薬組成物の使用。
【請求項１６】
　ａ）請求項１から６のうちのいずれか１項で定義される１以上の化合物、および
　ｂ）賦形剤、有効成分からなる群から選択される１以上の他の成分、成分ａ）の化合物
を賦形剤および／または有効成分と組み合わせるための装置、成分ａ）の化合物を動物に
投与するための装置、および診断ツール、
を含むキット。
【請求項１７】
　請求項１から６のうちのいずれか１項で定義される１以上の化合物または請求項７で定
義される医薬組成物を非ヒト動物に投与することを含む、疾患の治療方法。
【請求項１８】
　前記疾患が非ヒト動物での寄生虫感染である請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　蠕虫感染治療のための下記式（Ｉａ）の化合物、または該化合物の医薬として許容され
る溶媒和物、Ｎ－オキサイドもしくはその塩。
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【化４】

　［式中、
　Ｒ１は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルオキシ、シクロアルキルオキシ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、シクロアルキルチオ、
Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシＣ１－
Ｃ６－アルキル、シクロアルキルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオ
キシシクロアルキル、シクロアルキルオキシシクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ
Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキ
ルチオシクロアルキル、シクロアルキルチオシクロアルキル、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルアミノ、シクロアルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、ジ－（シク
ロアルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキル－シクロアルキルアミノ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルアミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキルアミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルアミノ－シクロアルキル、シクロアルキルアミノ－シクロアルキル、
ジ－（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６－アル
キル）アミノ－シクロアルキル、ジ－（シクロアルキル）アミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル
、ジ－（シクロアルキル）アミノ－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル－シクロアル
キルアミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル－シクロアルキルアミノ－シ
クロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、シクロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ

６－アルキルオキシカルボニル、シクロアルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル
カルボニルであり、前記各炭素含有基は、１以上のハロゲン原子によって置換されていて
も良く、またはＲ１は、フェニル、フラニル、イミダゾリニル、またはチオフェニルであ
り、前記環のそれぞれは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキルおよびハロゲンの基の
１以上の基によって置換されていても良く、
　Ｒ２は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルオキシ、シクロアルキルオキシ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、シクロアルキルチオ、
Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２－Ｃ６－アルキニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシＣ１－
Ｃ６－アルキル、シクロアルキルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオ
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キシシクロアルキル、シクロアルキルオキシシクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ
Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキ
ルチオシクロアルキル、シクロアルキルチオシクロアルキル、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルアミノ、シクロアルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、ジ－（シク
ロアルキル）アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキル－シクロアルキルアミノ、Ｃ１－Ｃ６－アル
キルアミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキルアミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ

１－Ｃ６－アルキルアミノ－シクロアルキル、シクロアルキルアミノ－シクロアルキル、
ジ－（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６－アル
キル）アミノ－シクロアルキル、ジ－（シクロアルキル）アミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル
、ジ－（シクロアルキル）アミノ－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル－シクロアル
キルアミノ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル－シクロアルキルアミノ－シ
クロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、シクロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ

６－アルキルオキシカルボニル、シクロアルコキシカルボニル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル
カルボニルであり、前記各炭素含有基は、１以上のハロゲン原子によって置換されていて
も良く、またはＲ２は、フェニル、フラニル、イミダゾリニルまたはチオフェニルであり
、前記環のそれぞれは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキルおよびハロゲンの基の１
以上の基によって置換されていても良く、
　Ｒ３は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルであり、
　Ｒ４は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルであり、
　Ｒ５は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキルまたはアシルであり、
　Ｒ６は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、シクロアルキル、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６－ア
ルキルオキシ、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルオキシ、ヒドロキシＣ１－Ｃ６－アルキル
、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシＣ１－Ｃ６－アルキル、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルオ
キシＣ１－Ｃ６－アルキル、チオールＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ
Ｃ１－Ｃ６－アルキル、フェニルＣ１－Ｃ６－アルキルチオＣ１－Ｃ６－アルキル、ヒド
ロキシカルボニル、ヒドロキシカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル
オキシカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、アミ
ノカルボニル、アミノカルボニルＣ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカ
ルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）、ジ（Ｃ１

－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノＣ１－Ｃ６－アルキル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６－アルキル）アミノＣ１－Ｃ６－アルキル、フェニル、フェニルＣ１－Ｃ６－アル
キルであり、各フェニル基は、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルオキシまたはシクロ
アルキルオキシによって置換されていても良く、
　Ｒ７は、水素、Ｃ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルであり、
　またはＲ６とＲ７が一緒になってオキソ基またはチオキソ基を表し、またはＲ６がＲ８

と一緒になってＣ１－Ｃ３－アルキレン基を形成しており、Ｒ７がＲ９と一緒になってＣ

１－Ｃ３－アルキレン基を形成しており、前記Ｃ１－Ｃ３－アルキレン基のうちの一方ま
たは両方が１以上のＣ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキル基によって置換されてい
ても良く、
　ｎは、１から３の整数であり、
　Ｘは、カルボニルまたはスルホニル基であり、
　Ａは、結合またはＮＲ８であり、Ｒ８は水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｅは、結合またはＮＲ９であり、Ｒ９は水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｂは、ＮまたはＣＲ１０であり、Ｒ１０は水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｄは、ＮまたはＣＲ１１であり、Ｒ１１は水素またはＣ１－Ｃ６－アルキルであり、
　Ｙ１は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１２によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルコキシ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニ
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ル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロア
ルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ、アミノカルボニル、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、Ｃ１

－Ｃ６－アルコキシカルボニル、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、シクロアルキ
ルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）アミノ、シクロアルキルチオ
、フェニル、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各環は置換され
ていないかＣ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルによって置換されており、
　Ｙ２は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１３によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルコキシ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニ
ル、チオール、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニ
ル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルア
ミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキル
カルボニルアミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、シクロアルキル、シクロアルキ
ルオキシ、シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）アミ
ノ、シクロアルキルチオ、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各
環は置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルによって置換されて
おり、
　Ｙ３は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１４によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルコキシ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニ
ル、チオール、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニ
ル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ、ア
ミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）
アミノカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシカルボニル、シクロアルキル、シクロアルキ
ルオキシ、シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）アミ
ノ、シクロアルキルチオ、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各
環は置換されていないかＣ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルによって置換されて
おり、
　Ｙ４は、ＣまたはＮであり、Ｃは、Ｒ１５によって置換され、これは、水素、ハロゲン
、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ６－ハロアルコキシ、ニトリロ、ニトロ、アミノ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルアミノ、ジ（
Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノ、Ｎ－ピロリジニル、Ｎ－ピペリジニル、Ｎ－モルホリニ
ル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－ハロア
ルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６－アルキルカルボニルアミノ、アミノカルボニル、Ｃ１－
Ｃ６－アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）アミノカルボニル、Ｃ１

－Ｃ６－アルコキシカルボニル、シクロアルキル、シクロアルキルオキシ、シクロアルキ
ルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６－アルキル）－（シクロアルキル）アミノ、シクロアルキルチオ
、フェニル、ジオキソラン、ジオキサンまたはジオキセパンであり、前記各環は置換され
ていないかＣ１－Ｃ６－アルキルまたはシクロアルキルによって置換されており、
　またはＹ１とＹ２および／またはＹ３とＹ４が一緒になって環系を形成しており、
　ＢおよびＤのうちの少なくとも一つが窒素原子である。］
【請求項２０】
　蠕虫感染の治療用の医薬の製造における請求項１９に定義される化合物の使用。
【請求項２１】
　ａ）請求項１９で定義される１以上の化合物；および
　ｂ）医薬として許容される１以上の賦形剤および／または前記請求項１９で定義される
１以上の化合物とは異なる医薬として許容される１以上の有効成分、
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を含む駆虫薬組成物。
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